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評価方法
と基準

教科書等

まとめ，授業アンケート

教科書は使用しない。適宜，プリントを配布するほか，ビデオ等を用いる。

授業計画については，１人の教員が担当する７回の授業をひとまとまりとして，クラスによって実施
順序が異なる。

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

企業と資本 （１）会社って何？

（４）日本での新しい都市交通への取り組み

各教員が担当分について試験等で評価をおこない（各22.5％），それらを合算して全体の評価とする
（90％）。また，学習姿勢としてワークシートの記入・整理状況も加味する（10％）。

（２）株主とはどのような存在か？
（３）株式市場と株価

都市と公共交通 （１）都市と公共交通の現状と課題
（２）広島市に見る都市内公共交通の実際

（４）遣唐使
（５）蒙古襲来

（３）欧米で活用されているＬＲＴ

（６）倭寇と勘合貿易
（７）日清戦争から日中戦争へ

後期中間試験

日中交流二千年 （１）倭奴国と邪馬台国
（２）三国志の世界
（３）遣隋使

（６）黄河決壊作戦
（７）日韓関係の基本を把握しよう

前期末試験

（３）マスコミと戦争
（４）対比：盧溝橋事件とII.上海事変
（５）南京事件：当時の新聞報道

前期中間試験
日本の近代史 （１）歴史を学ぶ姿勢

（２）歴代内閣：初代～鈴木貫太郎

（５）心のはたらきと宗教
（６）自然観 1 要素論
（７）自然観 2 原子論

（２）心のはたらきと心理療法
（３）心のはたらきと知覚
（４）心のはたらきと論理

（１）人間とは何か ― 人間の定義

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

心の問題，とくに青年期の心の問題について理解できる。
古代から近代にいたるさまざまな自然観の変遷が理解できる。
世界の諸地域の風土，歴史を理解し，多面的なものの見方ができる。
世界の諸地域の文化，宗教を理解し, 異文化の理解に努めることができる。
現代社会の諸問題に対して積極的に関心を持つことができる。

授業計画

（８）自然観 3 目的論と機械論

　　授業の概要

本授業科目は，国際社会を生きるにふさわしい教養を培うための総合科目である。我々がおかれている現代社会の風
土，コミュニティ，社会構造，思想・文化を，哲学，歴史学，地理学，経済学などの人文・社会科学および自然科学をも含め
た学際的な視点から論じる。社会の多面的な諸相に触れながら知的好奇心を高めさせることを目的とする。複数の教員
が各々の専門分野から題材を選び７～８講を担当するオムニバス形式の授業科目である。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス
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科目

社会と文化 通年

担当

人間と自然


	シラバス (本科・平成２６年度専攻科入学科目用)

